
 

 

 

 

 

 

１０月も下旬になり、めっきり涼しくなってきました。私は長袖シャツを着始め、「秋」を感じていますが、
楠中生はまだ半袖が多く、「若さ」を感じます。 
  本格的な「秋」を迎えた１０月は、地域との繋がりのある行事が目白押しで、楠中生は大活躍してい
ます。今回はそのような数々の行事にスポットをあてて、紹介していきます。 
１０月１１日（土）、万倉小学校・地区合同運動会が開催されました。ボランティアの募集はありません

でしたが、万倉小学校出身の楠中生が訪れていました。綱引きや大玉転がしなどの種目に積極的に

参加していました。何より万倉小学校の伝統である「マーチングの演奏」の際には、その様子を自分事
のように見つめていたり、弟や妹の活躍を撮影したりしている姿が印象的でした。多世代で創りあげる
心温まる運動会に楠中生が活気を与えていました。 

１０月１２日（日）、船木地区ふれあい運動会が開催されました。１１日（土）の前日準備は１７名、当
日は２０名の楠中生がボランティアスタッフとして参加しました。 
楠中生は実に生き生きと活動していました。放送係や準備係等の役割を担ったり、積極的に競技に

参加したり、大活躍していました。小学生との綱引き対決では、中学生としての意地をみせ、勝利しまし
た。女子生徒は船木地区恒例の男性・女性対決の綱引きにも参加し、女性チームの勝利に大きく貢献
していました。また、船木小出身の楠中生だけでなく、万倉小・吉部小出身の楠中生の参加もあり、運
営側から大変喜ばれました。船木地区の人々の心がひとつになるすてきな運動会でした。 

  １０月１８日（土）、吉部小学校・地区合同秋季大運動会が開催されました。吉部小学校は今年度開 
校１５０周年にあたり、「開校１５０周年記念運動会」となりました。 
  吉部小学校出身の楠中生はボランティアスタッフとして先生方や地域の方と一緒になってサポート
役を務めていました。競技を行う準備や運営を手伝ったり、１５０周年記念バッチを地域の方々に配った
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り、大活躍でした。また、競技者としても障害物競走や玉入れ、大玉転がしなどに出場し、場を盛り上げ

ていました。私は最後まで参加することができなかったため、見ることはできませんでしたが、１５０周年
記念として「空高く舞え 吉部の夢【風船飛ばし】」があったと聞いています。吉部地区に住んでおられ

る人々の心がひとつになったのではないでしょうか。心温まるすてきな運動会でした。 

１０月７日（火）、岩戸神楽舞保存顕彰会さんによる岩戸神楽舞体験授業を行いました。１０月８日
(水)の宇部日報新聞には「岩戸神楽舞保存顕彰会 楠中で体験授業 伝統文化継承へ、
迫力の舞に触れる」と紹介されました。 
授業では、神楽舞の歴史や舞の順番等を学びました。ふるさとの伝統文化について考えるきっかけ

になりましたし、「もっと地域のことを知りたい」と思っていた楠中生にとっては、大変貴重な時間になり

ました。岩戸神楽舞保存顕彰会さんは「日本一質素な舞」と紹介されましたが、楽器の音と融合した迫
力ある剣・姫・鬼の３種類の舞は優雅で、舞を生で見ることができ、すてきな時間となりました。 
放課後の体験学習では、希望者が衣装を着させていただいたり、太鼓を叩いたり、舞の基本を習っ

たりしました。楠中生だからこそできる体験です。ありがたいことです。 
現在、岩戸神楽舞保存顕彰会さんは、後継者不足に苦慮されています。５年前の卒業生である先輩

が舞を披露されていました。「伝統文化継承」、楠中生は後継者（担い手）として期待されています。
興味のある楠中生は、校長室まで報告に来てください。待っています。 

やはり、「楠のまちは、君たちなしでは始まらない」のです。君たちが地域の行事に参加したり、
ボランティアスタッフとして役割を担ったりし「地域貢献」をすることは、地域の方々の役にたっている
だけでなく、元気を与えています。楠のまちづくりを進めていくうえで、君たちは貴重な存在なのです。君
たち自身も地域の大人と接することで、ふるさとに対する思いが深まったり、コミュニケーション能力が
高まったり、すてきな大人へ成長していきます。 
楠中生は気付いていますか。グラウンドの草がなくなり、きれいになっていることを、花壇が手入れさ

れ、きれいな状態を保っていることを、すべて地域の方々が楠中生のために「学校支援」してくださっ
ているのです。君たちは地域から必要とされ、愛されているのです。 
繰り返します。「楠のまちは、君たちなしでは始まらない」のです。地域の方々と一緒になってふ

るさと楠のことを考えていきましょう。楠中学校は「地域貢献中学校」をめざしていきます。それが
「楠中魂」です。やればできる！君たちならできる！  
 
   
 

明日１０月２５日（土）、令和７年度「くすのき祭」を８時４０分から開催します。今年のスローガンは
「愛～響け９２人の想い～」です。限られた時間の中で、各自が自分の役割を果たし、明日の本番
を迎えます。当日は楠中生全員が一致団結して、保護者のみなさまや地域のみなさまに「愛」を届けま
す。ステージ発表だけでなく、展示発表も行います。すべてが見所です。お時間が許す方は、是非、楠中
学校へお越しください。お待ちしています。 

 


